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きらめき大洲 No.497 

しおご りさい

肱川の恵み③ 〔潮垢離祭〕
辞震jEよると、潮垢離とは「海水などで身を洗い清める (みそぎ〉こと」とあります。この祭は、八多
喜の祇園神社に400年から600年ほど前より伝わる全国でも珍しい祭です。祇園神社の例祭の 7目前にあた
る4月 7日に、海水がさかのぼってくる最終地点とされる祇園大橋付近でみそぎをして、例祭を無事に迎
えるために行われているものです。オ八ケノセマチと称される神田で作られた米や麦を炊いて、オモツソ

という型抜きの飯を作り、亙女の頭に乗せて神前に供えます。その後、オモツソの一部は川|に流され、お

さがりは参列者に振る舞われます。この行事は、民俗芸能としての価値が高く、今後も継続していくよう

にと、平成7年に市の民俗文化財に指定されています。

今月号のみどころ

0大洲拠点地区始動...・H ・..…P.2 ~ 3 

0消防出初め式...・H ・..…...・H ・..…P.4

o IフラワーパークおおずJが
オープンします ・H ・H ・H ・H ・..… P.5

0愛犬の登録と注射は忘れずに …P.6

04月は土地月間です …...・H ・..…P.7

きらめき大~~'1'121
一肱川に映える地域中核都市を

めざして一

肱川とともに生きるまちづくり

歴史 ・文化のかおり高いまちづくり

健康と福祉のまちづくり

うるおいのある快適なまちづくり

いきいきと働くまちづくり

地域基盤の整備されたまちづくり

市民の動き

平成9年2月28日現在

人口 39，281人 ( +17) 

男 18，751人(十11)

女 20，530人(+6) 

世帯数 13，918世帯 (+ 7) 

面積 240.99平方キロメー トル



4月号広報おおず '97

r 勤始区地占

の整備が進展てしレ'}玄関

「地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
は
、
大
都
市
へ
の
一
極
集
中
を
是
正
す

る
と
と
も
に
、
地
方
都
市
の

「職
・
住
・
遊
・
学
」
の
整
備
促
進

を
行
い
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
平
成
四
年
に
立

法
化
さ
れ
ま
し
た
。

八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点
都
市
地
域
は
、
平
成
五
年
に
指
定
を

受
け
、
開
発
を
促
進
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
一
月
三
十
一
日
に
大
洲
拠
点
地
区
の
四
五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
用
途
地
域
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
大
洲
市
の
東
の
玄

関
口
と
し
て
新
し
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ゾーン

大洲道路

大洲拠点地区ゾーン図

③工業活性化ゾーン(2) 

②沿道サービス商業 ・業務ゾーン

市街中心地

翻

点

地
区
の
概
要

大洲拠点地区の概要地図

八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点
都
市
地

域
は
、
二
市
十
四
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
、
九
州
と
四
国
の
交
通
の
結
節
点

と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
て
、

高
速
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を

促
進
し
、
若
者
の
定
住
促
進
を
図
り
、

八
幡
浜
市
・
大
洲
市
・
宇
和
町
の
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ゾ
l
ン
の
形
成
を
目

指
す
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
八
幡
浜
市
を
商
業

・
業

務
核
、
大
洲
市
を
生
産
・
研
究
核
、

宇
和
町
を
歴
史
・
文
化
核
と
位
置
づ

け
、
中
核
的
な
都
市
圏
を
つ
く
る
も

の
で
す
。

大
洲
拠
点
地
区
は
、
平
成
十
三
年

に
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
四
国
縦

貫
自
動
車
道
・
大
洲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
か
ら
国
道
五
六
号
沿
線
を

中
心
に
し
た
約
一

O
二
ヘ
ク
タ
ル

の
地
区
で
す
。

こ
の
地
域
を
核
に
し
て
「
ア
グ
リ

テ
ク
ノ
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
l
ク
構
想
」

に
基
づ
き
、
七
つ
の
機
能
整
備
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
拠
点
整
備
に
よ
っ
て
、
約
八

千
人
の
雇
用
の
場
が
確
保
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。

今
回
の
都
市
計
画
用
途
地
域
の
拡

大
に
よ
り
、
住
宅
ゾ
l
ン
、
工
業
活

性
化
ゾ
l
ン
、
流
通
業
務
ゾ
l
ン、

2 

農
業
流
通
業
務
ゾ
l
ン
に
区
分
し
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
概
要
と
ゾ
l
ン
の
機
能
は
次

の
と
お
り
で
す
。

住
宅
地
ゾ
l
ン

①

拠
点
の
西
南
部
で
二
戸
建
て
住
宅

及
び
中
層
集
合
住
宅
の
た
め
の
ゾ
ー

ン
で
、
周
辺
と
の
調
和
の
と
れ
た
美

し
い
住
宅
地
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
活
動
の
拠
点
機
能
を
整
備
し
て

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

沿
道
サ
ー
ビ
ス
商
業
・

業

務

ゾ

ン

②

国
道
五
六
号
沿
道
地
区
で
、
す
で

に
商
業
・
業
務
施
設
な
ど
が
立
地
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
同
様
の
施
設
が

進
出
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
車

利
用
の
社
会
に
対
応
し
た
ゾ
l
ン
に

し
て
い
き
ま
す
。

工
業
活
性
化
ゾ
l
ン
(
2
)
③

国
道
五
六
号
以
北
の
地
区
で
、
県

道
大
洲
長
浜
線
の
改
良
拡
幅
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ゾ
l
ン
は
区
画
整
理
事
業
を

導
入
し
て
良
好
な
区
画
と
道
水
路
を

確
保
し
て
、
沿
道
サ
ー
ビ
ス
機
能
に

加
え
て
、
地
場
産
業
を
中
心
と
し
た

工
房
群
な
ど
の
施
設
配
置
が
な
さ
れ

て
い
き
ま
す
。



拠
大洲市の束の

流
通
業
務
ゾ
l
ン

④

地
区
東
部
の
国
道
五
六
号
以
北
の

地
区
で
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ

ェ

ン
ジ
に
隣
接
す
る
と
い
う
恵
ま
れ
た

道
路
条
件
を
生
か
し
た
流
通
業
務
ゾ
ー

ン
と
な
り
ま
す
。

最
も
早
く
開
発
が
進
む
と
見
込
ま

れ
て
い
る
区
域
で
す
。

洲大

農
業
流
通
ゾ
l
ン

⑤

国
道
五
六
号
の
南
側
で
、
農
業
関

連
の
出
荷
場
、
事
業
所
、
情
報
セ
ン

タ
ー
、
農
機
具
販
庖
・
展
示
場
、
農

産
物
の
直
売
所
な
ど
の
立
地
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
大
洲
市
の
農
業
生
産

情
報
拠
点
地
区
と
し
て
の
機
能
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

洪
水
に
強
い
ま
ち
づ
〈
り

平
成
七
年
七
月
の
水
害
に
よ
り
拠

点
地
区
の
大
半
が
冠
水
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
で
は
、
肱
川
激

甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
で
、
重

点
的
に
河
川
改
修
を
五
カ
年
で
行
い

ま
す
。
こ
の
事
業
で
、
肱
川
と
矢
落

川
合
流
点
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

平
成
七
年
規
模
の
洪
水
に
は
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
外
水
に
は
耐
え
ら
れ
で

も
、
内
水
で
冠
水
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
た
め
に
、
拠
点
地
区
で
は

盛
土
の
規
制
を
行
い
、
地
権
者
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
洪
水
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

企富士山から見た大洲拠点地区

拠
点
懇
談
会
の
開
催

二
月
十
二
日
、
大
洲
市
役
所
で

「第
四
回
大
洲
拠
点
都
市
地
域
整
備

促
進
懇
談
会
」
が
、
関
係
機
関
、
各

種
団
体
の
代
表
者
な
ど
四
十
人
の
委

員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企拠点懇談会の様子

一
大
洲
市
で
は
都
市
の
秩
序
あ
る
間

一
発
を
促
進
す
る
た
め
に
開
発
行
為
の

…
指
導
要
綱
を
設
け
、
開
発
者
に
こ
れ

一
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
指
導
を

一
行
っ
て
い
ま
す
。

一
拠
点
地
区
の
開
発
が
可
能
に
な
り

一
ま
し
た
の
で
、
開
発
を
誘
導
す
る
た

一
め
に
、
ま
た
、
平
成
七
年
七
月
の
洪

-
水
の
教
訓
を
生
か
し
て
洪
水
に
強
い

↑
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

一
市
で
は
こ
れ
ら
の
要
素
を
盛
り
込
み
、

一
開
発
行
為
の
指
導
要
綱
の

一
部
を
改

一
正
し
ま
し
た
。

一

大
洲
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
豊
か

一
な
都
市
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
必
要

一
な
要
綱
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

一
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
改
正
の
主
な
点
は
次
の
二
つ
で
す
。

一
流
通
業
務
ゾ
ー
ン
の
道
水
路

一
整
備
の
た
め
の
用
地
提
供

一
地
域
開
発
の
た
め
に
必
要
な
道
路
に

一
つ
い
て
は
、
市
が
整
備
す
べ
き
道
路
、

F
l
 

こ
の
懇
談
会
は
、
地
方
拠
点
都
市

形
成
と
中
核
都
市
と
し
て
の
健
全
な

る
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
平
成
五

年
に
発
足
し
た
も
の
で
す
。

懇
談
会
で
は
、
大
洲
拠
点
地
区
の

現
在
ま
で
の
経
過
、
地
区
の
今
後
の

整
備
方
針
、
拠
点
地
区
開
発
の
と
も

な
う
開
発
指
導
要
綱
の
改
正
点
な
ど

の
説
明
が
あ
め
ま
し
た
。

l
J
 

部
改
正
一

用
地
提
供
を
い
た
だ
き
整
備
す
る
道
一

路
に
区
分
し
て
整
備
を
お
こ
な
い
ま

一

す
。
拠
点
地
区
の
用
地
の
提
供
を
い

一

た
だ
き
整
備
す
る
道
路
は
、
基
本
的

一

に
は
、
開
発
地
の
二
・
五
%
の
用
地
一

を
提
供
い
た
だ
き
道
水
路
を
整
備
し

一

て
い
き
ま
す
。

-

盛

土

の

規

制

一

内
水
の
浸
水
被
害
を
抑
制
す
る
た
一

め
に
拠
点
地
区
の
標
高
十

一
m
未
満
一

の
土
地
の
盛
土
に
つ
い
て
は
、
接
す

一

る
公
道
プ
ラ
ス
五
十
個
以
内
に
制
限
一

し
ま
す
。

一

ま
た
、
大
規
模
な
盛
土
を
行
う
場

一

合
は
、
貯
留
施
設
の
設
置
を
お
願
い
-

し
ま
す
。

一

不
明
な
点
、
ま
た
詳
細
に
つ
い
て

…

は
企
画
調
整
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
一

だ
さ
い
。

一

宮

@
2
1
1
1
(内
線
3
7
2
)

一

開
発
行
為
の
指
導
要
綱
の

3 



4月号

生
命
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財

産

を

市
民
の

広報ああず '97

訓

練

成

果

を

披

露

三
月
二
日
目
、
大
洲
市
消
防
出
初
め
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
若
宮
の
河
川
敷
グ

ラ

ウ

ン

ド

に

は

、

市

内

の

消

防

分

団

十

一

団

か

ら
約
七
百
五
十
人
が
参
加
。
手
ぎ
わ
よ
く
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

守一川一
一網
……雌
一幽
一…捌
…一湖
一鴨
川一一……

る

た

ま
た
、
こ
の
日
は
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
消
防
団
員
ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

A 県消防防災航空隊のヘリコブターも参加して行われた消防訓練

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

{
永
年
勤
続
功
労
章
〕
井
上
清
二

(
団
本
部
)

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

〔
精
績
章
〕
佐
賀

一
郎
(
肱
南
)

〔
勤
続
章
〕

宇
都
宮
庄
次
郎
会
一
善
)
、

都
築
秀
雄
(
粟
津
)

【
愛
媛
県
知
事
表
彰
】

〔
功
労
章
〕
西
岡
進

(柳
沢
)、

中
川

一
夫
(
大
川
)
、
池
田
正
茂

(
新
谷
)
、

上
田
明
利
(
上
須
戒
)

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

〔
功
績
章
〕
都
築
秀
雄
(
粟
津
)
、
松

岡
伸
博
(
上
須
戒
)

〔
勤
続
章
〕
(
二
十
年
以
上
)
河
野
幸

生
(
新
谷
)
、
本
川
正
光
(
上
須
戒
)

〔
勤
続
章
〕
(
十
五
年
以
上
)
井
下
和

明
、
赤
杖
松
行

(
肱
南
)
、
大
原
巌

(肱
北
)
、
冨
田
光
美
(
平
野
)
、
峯
利

章
(
南
久
米
)
、
矢
野
正
祥
(
菅
田
)
、

宮
内
弘
、
中
野
己
次
(
大
川
)
、
増
岡

学
(
柳
沢
)
、

山
岡
裕
(
新
谷
)
、

竹

田
哲
夫
(
三
善
)
、
都
築
吉
也
(
悪
惇
)
、

字
都
宮
忠
美
(
上
須
戒
)

め
〔
勤
続
章
〕
(
十
年
以
上
)
神
田
敏

雄
、
片
山
良
春
(
肱
南
)
永
木
隆
義
、

渡
部
和
久
(
肱
北
)
、
木
裏
秀
幸
、
宮

崎
宗
延
(
平
野
)
、
小
田
淳
(
南
久
米
)
、

岩
井
輝
満
(
菅
田
)
、
石
神
久
光
、
湖

東
光
夫
(
大
川
)
、
中
団
員
一
、
長
尾

嘉
造
(
柳
沢
)
、
瀧
田
晴
夫
(
新
谷
)
、

宮
本
吉
一
(
三
善
)
、
福
山
保
夫
、
都

築
政
一
(
粟
津
)
、
上
田
肇
志
(
上
須

戒
)【
大
洲
市
長
表
彰
】

岡
本
博
昭
、
沖
本
善

一
、
押
田
憲
一
、

久
保
恭
一
(
肱
南
)
、
尾
上
和
生
、
中

川
武
数
、
西
山
敬
三
、
石
間
明

(肱

北
)
、
松
平
照
光
、
山
本
慶
喜
、
森
岡

照
久
(
平
野
)
、
中
野
光
則
、
上
野
功
、

二
宮
友
康
(
南
久
米
)
、

山
下
稔
、
河

野
充
好
、

二
宮
敏
文
(
菅
田
)
、
鈴
家

宅
嗣
、
西
岡
栄
、

山
崎
学
(
大
川
)、

上
浅
勝
弘
、
本
明
敏
則
、
宮
浦
実

(柳
沢
)
、
笹
田
真
二
、
亀
岡
玄
良
、

岡
本
敬
三
(
新
谷
)
、
太
田
誠
一
(
三

善
)
、
田
中
高
秀
、
植
杉
浩
一
、
祖
母

井
賢
一
(
粟
津
)
、
高
橋
健
次
、
西
田

和
秀
、
上
田
茂
(
上
須
戒
)

【
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
】

佐
賀
宣
昭
(
肱
南
)
、

川
井
雄
司

(肱

北
)
、
柁
谷
俊
克
(
平
野
)
、
沼
田
賢

治
(
南
久
米
)
、
尾
崎
文
俊
(
菅
田
)
、

小
山
国
彦
(
大
川
)
、
崎
岡
孝
吉
(
柳

4 

沢
)
、
矢
野
秀
次
(
新
谷
)
、
川
上
哲

夫
(
三
善
)
、
武
知
寿
明
(
粟
津
)
、

川
本
虎
仁
(
上
須
戒
)

【
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
】

福
岡
昇
、
清
水
英
樹
、
藤
本
浩
志
、

豊
田
耕
造
(
肱
南
)
、
笹
田
一
生
、
藤

田
秀
美
、
熊
田
好
宏
、
成
川
道
宏

(
肱
北
)
、
水
野
雄
至
、
中
野
敏
浩
、

松
中
拓
男
(
平
野
)
、
上
甲
武
、
井
上

徹
、
漬
田
辰
生
(
南
久
米
)
、
上
田
直

司
、
青
木
優
幸
、
富
永
幸
利
、
東
野

久
雄
(
菅
田
)
、
福
岡
豊
繁
、
羽
柴
福

男
、
高
瀬
清
光
(
大
川
)
、
久
保
喜
和
、

山
田
建
、
橋
本
章
市
(
柳
沢
)
、
井
上

貞
市
、
久
保
田
嘉
秀
、
井
藤
憲
治

(
新
谷
)
、
飯
野
公
佳
、
松
岡
孝
幸

(
三
善
)
、
都
築
幸
造
、
都
築
久
男
、

楠
野
修
(
粟
津
)
、
田
中
永
秀
、
白
石

光
弘
、
梶
本
光
敏
(
上
須
戒
)

【
大
洲
市
長
感
謝
状
】

〔
消
防
施
設
無
償
提
供
者
〕

菅
田
町
菅
田
村
島
区

〔
消
防
施
設
用
地
無
償
提
供
者
〕

本
田
一
生
(
菅
田
町
菅
田
)



四
月
十
九
日
出
は
、
午
前
の
式
典

に
引
き
続
き
、
午
後

一
時
か
ら
オ
ー

プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

内
容
は
次
の
も
の
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
(
雨
天
の
場
合
変
更
あ
り
)
ま

た
、
国
立
大
洲
青
年
の
家
と
の
相
互

利
用
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

に
つ
い
て
の
研
修
な
ど
も
体
験
で
き

ま
す
。
(
フ
ラ
ワ
ー
パ

l
ク
に
つ
い

て
の
ご
案
内
は
、
広
報
お
お
ず
何
ロ

月
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
)

4月号

女
記
念
イ
ベ
ン
ト

V
オ
ー
プ
ン
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

ベ
ン
ト
エ
リ
ア
)

先
着
千
人
に
ポ
ッ
ト
植
え
の
ユ

リ
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
o

v移
動
動
物
園
(
見
虫
観
察
所
付
近
)

と
べ
動
物
園
か
ら
か
わ
い
い
小

動
物
が
や
っ
て
き
ま
す
。

V
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
|

ト
(
花
見
の
正
)

広報ああず '97

大畑1¥聞では、国立大別|青年の家付近の

西大j州|の丘陵地域に「フラワーパークお

おす」を整備していましたが、 4月19日
比)にオープンすることになりました。午

後時から、記念イベン卜を行います。

花に固まれて楽しい時間を過して見ませ

んか。

イ

午
後
一
時
と
三
時
に
、
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
に
よ
る
自
動
演
奏
を
行

い
ま
す
。

V
あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
体
験
学
習
館
)

あ
な
た
の
姿
を
パ
ソ
コ
ン
処
理

で
カ
レ
ン
ダ
ー
に
組
み
込
ん
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

V
生
花
な
ど
の
販
売
(
イ
ベ
ン
ト
エ

リ
ア
)
J
A
大
洲
の
協
力
で
色
々
な
種

類
の
花
を
取
り
そ
ろ
え
て
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
公
園
内
に
咲
く
花

の
種
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
で
も
ミ
ニ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

女

国

立

大

洲

膏

年

の

家

と

の

相
互
利
用

フ
ラ
ワ
ー
パ

l
ク
お
お
ず
と
国
立

大
洲
青
年
の
家
は
相
五
利
用
が
で
き

ま
す
。

青
年
の
家
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
利
用
が
で
き
、

食
事
(
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
/
た
だ
し

時
間
外
は
軽
食
の
み
)
も
と
れ
ま
す
。

ま
た
、
青
年
の
家
を
利
用
す
れ
ば
、
宿

泊
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
も
定
員
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
施
設
使
用
料
・
宿
泊
料

無
料
(
雑
費
百
三
十
円
は
必
要
)

V
食
事
料
金
朝
食
(
四
百
円
)

昼
食
(
五
百
五
十
円
)

夕
食
(
六
百
五
十
円
)

※
お
問
い
合
わ
せ
は
国
立
大
洲
青
年

の
家
(
宮

@
5
1
7
5
)
ま
で
。

女
体
験
学
習
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ

ト
に
つ
い
て
の
研
修
ガ
で
き
ま
す

肱
川
流
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
推

進
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
の
研
修
が
で

き
ま
す
。
毎
週
金
曜
日
の
午
前
に
実

施
し
ま
す
。
(
有
料
)

※
お
問
い
合
わ
せ
は
グ
リ
ー
ン
ト
ピ

ア
情
報
セ
ン
タ
ー
(
宮

@
2
2
5
5
)

ま
で
。

v開会式で選手宣誓をする銅さんファミリー

冬
空
の
下
健
脚
を
競
う

第
十
四
回
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ガ
、
二
月
九
日
(
日
)
、
大
洲
市
民

会
館
前
か
ら

J
R
平
野
駅
に
か
け
て
の
コ
ー
ス
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
千
二
十
人
の
ラ
ン
ナ
ー
ガ
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

【
小
学
4
年】

(
3
h
)
V
男
子
(
参

加
者
自
人
)
①
植
田
拓
朗
ロ
分
お
秒

②
津
山
基
成
ロ
分
日
秒
③
白
石
大
悟

ロ
分
回
秒

V
女
子
(
参
加
者
犯
人
)

①
小
嶋
ハ
ル
ミ
日
分
叩
秒
②
高
井
絢

子
日
分
幻
秒
③
尾
上
麻
季
日
分
却
秒

【
小
学
5
年】

(
3
凶
)

V
男
子
(
参

加
者
白
人
)
①
瀧
岡
建
吾
ロ
分
0
秒

②
武
知
省
悟
ロ
分
1
秒
③
林
田
晃
佳

ロ
分
6
秒

V
女
子
(
参
加
者
白
人
)

①
池
田
由
佳
里
ロ
分
7
秒
②
笹
山
さ

ゆ
り
日
分
7
秒
③
金
茂
博
子
日
分
叩

少
イ

7
q【
小
学
6
年
】

(
3
M
)
V
男
子

(
参
加
者
犯
人
)
①
村
上
彰
浩
日
分

お
秒
②
篠
崎
宣
彰
日
分
羽
秒
③
大
藤

毅
日
分
団
秒

V
女
子
(
参
茄
者
弘
人
)

①
小
嶋
さ
ゆ
り
ロ
分
お
秒
②
尾
上
麻

衣
ロ
分
却
秒
③
二
宮
華
奈
子
日
分
7

小
y
イ京

q【
中
学
】

(
3
凶
)

V
男
子
(
参
加

者
別
人
)
①

一
藤
忠
史
叩
分
幻
秒
②

森
昭
夫
日
分
話
秒
③
佐
々
木
智
也
日

分
幻
秒

V
女
子
(
参
加
者
凶
人
)
①

山
中
智
恵
ロ
分
ロ
秒
②
中
野
江
里
子

ロ
分
H
秒
③
岩
田
誠
子
ロ
分
却
秒

【
高
校
男
子
】

V
6
h
(
参
加
者
4

人
)
①
野
久
保
八
代
お
分
担
秒
②
前

田
荘
志
朗
部
分
5
秒
③
久
保
田
真
克

m分
日
秒

【
一
般
男
子
】

V
3
凶
(
参
加
者
5

人
)
①
坪
内
修
叩
分
担
秒
②
森
本
浩

司
叩
分
臼
秒
③
森
岡
也
寸
志
日
分
却

秒
V
6
h
(
参
加
者
4
人
)
①
鎌
田

真
吾
加
分
別
秒
②
浅
野
猛
士
お
分
お

秒
③
釘
俊
英
お
分
日
秒

【
一
般
女
子
】

V
3
凶
(
参
加
者
5

人
)
①
谷
岡
妙
ロ
分
制
秒
②
谷
岡
さ

お
り
日
分
臼
秒
③
白
石
朱
美
H
分
幻

h
y
 

-寸
【
一
般
男
子
刊
歳
以
上
】

V
3
h

(
参
加
者
6
人
)
①
村
本
知
律
叩
分

日
秒
②
村
上
芳
邦
ロ
分
日
秒
③
田
中

恒
雄
日
分
お
秒

V
6
M
(
参
加
者

2
人
)
①
宇
高
幸
典
幻
分
必
秒
②
吉

月
栄
敏
お
分
日
秒

【
き
歳
以
上
】

V
2
M
(
参
加
者
4

人
)
①
松
井
義
太
郎
日
分
出
秒
②
大

塚
怜
子
日
分
0
秒
③
沼
田
松
美
H
分

団
秒【高
校
女
子
}
参
加
者
な
し

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス】

V

2
凶

暴
茄
者
知
人
)

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

I
ス
の
順
位
お
よ

び
タ
イ
ム
、
各
部
門
の
四
位
以
下
の

順
位
及
び
タ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、
大

洲
市
総
合
体
育
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

宮
@
6
2
5
5

5 



4月号広報ああず '97

さ:通公ω;
選論肢怠ねすに)) 

月日 場 所 時 間

柳沢桐の目バス停 9 : 10 ~ 9・30

柳沢居場バス停 9 :40~ 10:00 

J A 大洲田処出張所 10 : 10~ 10:30 
4月 相H 沢 連 絡 所 10 ・ 40~ 11:30

15日 菅田朝日集会所 13 ・ OO~13:30 

り。 づ、 J居6、 公 メ~、 三，.>ll己. 13:50~ 14:10 

大 竹 分 校 跡 14 : 20~ 14・40
~ムー- 津: 集 ~王 所 14 : 50~ 15 ・ 10

菅 田 連 絡 所 15:20~ 16:20 
新 広Eょ3、 中 キ且 お 庵 9 :10~ 9・40

喜 多山佐伯商店 9 : 50 ~ 10・30
4月 新 ~口、守 連 絡 所 10 : 40~ 11:40 

16日 肱北公民館田口分館 13 : 10~ 13:50 

(水) 光照寺横市木集会所 14:00~ 14:40 

徳森児 童 センター 14 ・ 50~15:30 
西測サッシ庖前広場 15:40~ 16:20 

Aコープ明日香庖駐車場 9 : OO ~ 9 :30 

大 不良 鳳 林 寺 9 :40~ 10:00 

4月 平野公民館平地上分館 10:20 ~ 10:40 

17日
平 野 連 絡 所 10:50~ 11:50 

長谷本村集会所 13 : 20~ 13:25 
(木) 才毎 J 11 集 l3ミ』 所 13 : 45~ 14:10 

野 佐 来 集 ~ 所 14:30~ 14:50 

南 久 米 連 絡 所 15:05 ~ 16:05 
善 自予 集 ~ 所 9 :OO~ 9 :30 

4月 石 仏 集 ~ 所 9 :50~ 10:20 
善 連 キ各 所 10 ・ 40~11:40 

18日
肱北公民館五郎分館 13 : 15 ~ 13:55 

住)
大洲市総合体育館 14:05~ 15・10

社会教育センター 15:20~ 16:25 
蔵川日の平集会所 9 :10~ 9・25

J A大洲蔵川出張所 9 : 35 ~ 9 :50 
4月 大 JlI 連 絡 所 10 : 10~ 10:50 

22日 I笥 山 西 集 よ土民』 所 11 :30~ 11:50 

伏) 久 米 公 民 査官 13 ・ 20~ 14 ・ 。。

只越わかば台団地集会所 14:10~ 14:40 

大 決l 市 民 メZ岳弐、 館 14 : 50~ 16・20

ナ丁 越 集 主zz』 所 9 :10~ 9・30

初 尾 集 ~王 所 9 : 50 ~ 10 : 15 

4月 上 須 戒 連 絡 所 10:25~ 11:30 
23日 )¥ 多 浪 集 lヨ〉ミ、 所 13 : 10~ 13:40 

休) 手成本村集会所 14 ・ OO~14:20 

中 場 集 lヨLミ 所 14 ・ 30~ 14:50

)¥ 多 喜 連 絡 所 15 : 00~ 16:00 

平
成
九
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
左
表
の
予
定
で
実

施
し
ま
す
。
生
後
九
十
日
を
超
え
る

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
も
よ
り
の
場

所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
一
回
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

登
録
は
、

一
度
す
れ
ば
、
そ
の
後
登

録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

都
合
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
指
定
獣
医
師
の
診
療
所
へ
犬

を
連
れ
て
行
き
、
登
録
・
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
(
診
療
注
射
)
。
あ

る
い
は
、
指
定
獣
医
師
に
家
ま
で
来

て
も
ら
い
、
登
録
・
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
(
訪
問
注
射
)
。

今
後
新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
人
も

同
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
料
金
〕

O
期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

表手呈日

一
頭
に
つ
き
五
千
八
百
五
十
円

。
予
防
注
射
料

二
千
八
百
五
十
円

。
登

録

料

=
一
千
円

。
診
療
注
射
の
場
合
六
千
三
百
五
十
円

。
予
防
注
射
料

三
千
三
百
五
十
円

。
登

録

料

三
千
円

。
訪
問
注
射
の
場
合
六
千
八
百
五
十
円

。
予
防
注
射
料

三
千
八
百
五
十
円

。
登

録

料

三
千
円

※
右
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
る
予
定
で

す
。

※
平
成
七
年
度
、
ま
た
は
平
成
八
年

度
に
登
録
さ
れ
た
犬
は
登
録
料
は

い
り
ま
せ
ん
。

〔
指
定
獣
医
師
〕

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
二
一
一
O
の
二

宮

@
3
2
2
3

O
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九宮

@
4
2
7
6

0
西
大
洲
動
物
病
院

(木
村
邦
子
)

大
洲
市
西
大
洲
甲
九

O
二

宮

@
3
3
0
3

な
お
、
犬
を
連
れ
て
く
る
時
に
は

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
登
録
さ
れ
た
犬
を
確
認
す
る
た
め

犬
鑑
札
を
首
輪
に
つ
け
て
来
て
く

だ
さ
い
。

O
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
登
録
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

O
引
き
綱
に
は
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
を

使
用
し
、
首
輪
の
点
検
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

6 

O
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

犬
の
里
親
を
募
集

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼

っ
て
い
る

人
の
う
ち
不
用
と
な

っ
た
犬
と
、
犬

を
飼
い
た
い
人
の
双
方
を
登
録
し
て

市
が
仲
立
ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
捨
て
犬
を
捕
獲
し
た
場
合
も
飼

い
た
い
人
の
条
件
に
添

っ
て
連
絡
を

し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
保
険
環
境
謀
、
連
絡
所
に

あ
り
ま
す
。
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地価公示ガ

発表されました

の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
企
画
調
整
課
(
宮

@
2
1
1
1

内
線
3
7
2
)
に
あ
り
ま
す
。
県
内

の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
間
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

が
、
四
月

一
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、

土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料

相
談
会
を
聞
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

愛
媛
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

地
価
審
査
係
2
0
8
9
・
9
4
1
・

2
1
1
1
(内
線
3
8
5
9
)
ま
で

平
成
八
年
三
月
に
、
国
土
庁
か
ら
、

平
成
九
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画

区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
土
地
(
標
準
地
)

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格

を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑

定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、

園
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用

地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ

る
な
ど
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買

A

∞
み
み
み
る
ふ
み
史
的
み
史
的
み
み
み
み
み
る
ふ
み
み
る
ふ
み
為
。ぬふ
み
為
。
ぬ
ふ
み
る
ふ
る
ふる

次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
う
場

合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投
機
的

取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱

開
発
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。
次
の
事
例
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
契
約
の
六
週
間
前
ま

で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
聞
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

同
市
街
化
区
域

二
千
平
方
メ
ト
ル
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

川開
川刊
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
メ
ト
ル
以
上
の
土
地

例
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地

※
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
7
2
)

軽
自
動
車
税
の

減
免
手
続
き
は
四
月
中
に

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
ま
た
は
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、

二
疋
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請
は
、
税
務

課
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
人
】

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
歩
行

の
困
難
な
人
、
知
的
障
害
者
、
ま
た

は
、
精
神
障
害
者
と
生
計
を
共
に
す

る
人
。
た
だ
し
、
身
体
障
害
の
等
級

や
程
度
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
車
両
】

業
務
時
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障

害
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
(
身
体
障
害
者
で
年
齢
十
八
才
未

満
の
人
、
知
的
障
害
者
、
ま
た
は
、

精
神
障
害
者
は
、
生
計
を
共
に
す
る

人
が
所
有
す
る
車
両
)
の
う
ち
一
台

{
申
請
に
必
要
な
も
の
}

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
障
害
程
度

が
確
認
で
き
る
身
体
障
害
者
手
帳
な

》」
【
受
付
期
間
}

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十

口
u※
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
5
)

市
税
の
納
期
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

平
感
九
年
度
の
市
税
の
納
期
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
納
期
内
納
付
に

つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平成 9年度市税納期一覧

税 目 4月5月6月7月 B月9月10月11月12月 1月2月3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

市 県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期

7 
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大
洲
人
物
列
伝

『大
洲
三
筆
』
と
た
た
え
ら
れ
る

江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
書
道
は
学

者
・
武
人
・
僧
侶
だ
け
で
な
く
庶
民

の
あ
い
だ
に
も
教
養
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
大
洲
藩
内
で
も
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
な
げ
ら
費
味

ザ
親
訊
放
す
が
、
中
で
も
力
石
高
山
、

松
岡
高
堅
、
仁
井
三
魚
は
最
も
優
れ

た
書
家
と
し
て
「
大
洲
三
筆
」
と
称

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
三
筆

の
ひ
と
り
仁
井
三
魚
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

仁
井
三
魚
は
、

一
八
一

一一
年
(
文

化
九
)
大
洲
に
生
ま
れ
ま
し
た
い
きら
姓

を
渡
辺
ト
初
ち
に
仁
井
)
、
名
は
鮮
、

通
称
を
退
蔵
詑
い
い
、

三
魚
と
い
う

の
は
彼
の
雅
号
(
本
名
以
外
に
つ
け

た
風
雅
な
別
名
)
で
す
。
三
魚
は
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
書
道
を
好
み
、
巧
み

な
文
字
を
書
い
て
、
周
囲
の
大
人
た

ち
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
優

れ
た
才
能
を
認
め
た
大
洲
藩
士
長
尾

勝
重
は
、
彼
を

一
流
の
書
家
の
も
と

で
修
行
さ
せ
る
よ
う
両
親
を
説
得
す

る
と
、

三
魚
を
つ
れ
て
江
戸
に
上
り

ま
し
た
。

仁に (10)

井い議
=字書
ーー~物
色ぎ号
J'ii"，よ

勝
重
は
、

主
持
件
当
時
江
戸
で
知

ら
れ
た
書
家
糟
屋
磐
梯
に
師
事
さ
せ
、

書
道
の
技
術
を
磨
く
か
た
わ
ら
、
剣

道

・
武
術
な
ど
武
士
と
し
て
の
修
行

に
も
励
ま
せ
ま
し
た
パ?と↑
漁
は
書
を

中
国
唐
時
代
の
書
家
顔
真
卿
の
書
風

に
な
ら
っ
て
技
を
権
勧
ん

剣
術
の
方

も
小
早
川
道
場
で
中
段
ま
で
上
達
し

て
帰
藩
し
ま
す
。

大
洲
に
戻
っ
た
一件
換
は
いう
場
十
一

代
大
洲
藩
主
加
藤
泰
幹
の
右
筆
(
文

書
を
書
く
こ
と
を
ま
か
さ
れ
た
職
)

と
な
り
、
仁
井
と
い
う
苗
字
を
与
え

ら
れ
ま
す
。
以
降
、
藩
の
善
措
税
法

甥
め
%
か
た
わ
ら
、
藩
校
止
善
書
院

明
倫
堂
で
藩
士
の
子
弟
に
漢
字
や
書

道
を
教
え
、
大
洲
を
代
表
す
る
書
家

と
な
り
ま
し
た
。

三
魚
は
、
温
厚
篤
実
な
人
柄
で
多

く
の
門
人
を
育
成
し
ま
し
た
が
、
高

名
と
な
っ
て
も
お
ご
る
こ
と
な
く
、

常
に
礼
節
を
重
ん
じ
ま
し
た
。
ま
た

自
分
が
書
家
と
し
て
身
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
長
尾
勝
重
氏
の

お
陰
で
あ
る
と
終
生
そ
の
恩
義
を
忘

τ減
FuZ
Aリん犠

始
付
陀
J
Z

‘F仁
井
三
魚
書
(
岡
田
重
則
氏
蔵
)

博
物
館
で
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

て
い
る
人
た
ち
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て

い
ま
す
。
遺
品
・
古
文
書
・
写
真
等
何
で

も
結
構
で
す
。
心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
g
@
4
1
0
7

れ
ず
、
礼
を
つ
く
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
幕
末
の
こ
ろ
、
大
洲
で

は
「
大
洲
伊
予
節
」
と
い
う
民
謡
が

作
ら
れ
盛
ん
に
唄
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
当
時
流
行
し
た
伊
予
節
の
替
え

歌
で
、
そ
の
こ
ろ
の
大
洲
の
代
表
的

諸
芸
の
名
人
を
お
国
自
慢
と
し
て
歌

い
込
ん
だ
も
の
で
し
た
。
そ
の
歌
調

は
「
伊
予
の
大
洲
に
名
高
い
人
は
、

竜
護
和
尚
さ
ん
、
鎌
田
さ
ん
、
太
夫

丹
波
屋
、
馬
は
小
林
、
岩
井
相
馬
の

唐
う
ち
わ
、
四
国
頭
取
宮
の
森
、
俳

諾
円
外
、
碁
は
福
寿
、
鍛
治
屋
の
三

筋
に
仁
井
の
筆
、
江
戸
で
出
世
は
磯

の
海
、
ち
ょ
い
と
野
良
は
八
」
と
い

う
も
の
で
、
筆
の
名
手
と
し
て
仁
井

三
魚
が
唄
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、

三
魚
が
い
か
に
知
ら
れ

た
書
家
で
あ
っ
た
か
を
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

書
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
生
涯
を
後

進
の
教
育
に
棒
げ
た
仁
井
三
魚
。
彼

の
名
は
大
洲
三
筆
と
し
て
語
り
継
が

れ
、
今
な
お
、
そ
の
見
事
な
書
跡
は

見
る
も
の
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

一
八
七

一
年
(
明
治
四
)
一
月
十

六
日
没
。
五
十
九
歳
。
墓
碑
は
肱
南

地
区
大
禅
寺
の
そ
ば
に
あ
り
、
周
り

に
は
三
魚
を
し
の
び
、
門
人
た
ち
が

奉
献
し
た
手
水
鉢
、
花
立
、
石
灯
寵

な
ど
が
建
っ
て
い
ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

人
権
の
世
紀
を
め
さ
し
て

(
8
)

法在どさく別ベー とて力1く できる会総主 ておかのぴ申捧 にのう輝幸 さ
のまら ---，J昔そ九こしのがくの同fくれこにたしこく喜5な後?しし遠主H な声2でき唱立Eら
下Eでに地区置訴 のて希実み人注目tるばともちのれぴ春にいまか冬志つもすを)111;に
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、二 「改手二年題まに結初プ題5め必2、て人見とすあひるさがじりき段Fこし流事た
辻地溝日こののす満みび血ちもでずら苦渋間出 。たと 、あの 、H なまと外十 れな
学詮 対討戸LF 。ち 、の、す希さ難んま社与、 えし暖砕きとばし明まで春2に歩
校迩財凍くま同う決た完i:に長事。 望紡 たる遊体!棋 はみ
同同精神り和おこ 春 全芝じ年記 の時; AL  ( 。くぶ番肢を
和1治初、対2当ぁ を解めに 時代ぃ dY4bNヲぷ込k ひ子こをる
教てこ 可 措そ策iた 迎決2よわ 代を 4刊験辞令4SF相、 びど迎揚ひ
育ミれと置れ事きつ えにうた がいし i一一三二?で三三 .，1Jj，i_ くもえざ
去、法に業75 よ向むなる 訪字の ーて二品_-ニー-・冊、 ょたたし
社の現!ト 続講fそ うけ努と多主 れさ -齢、司令制I'II""\I"，'~-- - - うちょが
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人
権
と
同
和
教
育

ち

か

ら

づ

よ

お

す

す

会
同
和
教
育
と
も
じ
力
強
く
推
し
進

セ
-
v
A刀

め
ら
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き

ま
札
件
。っぽう

時
限
立
法
で
掛
る
「
地
対
謝
嚇
怯
L

が
、
こ
の
三
月
末
を
も

っ
て
期
限
切

れ
と
な
わ
た
現
濯
ド
同
和
教
清
は
、

さ
ら
に
新
た
な
一
歩
を
ふ
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

じ
き

さ

く

ね

ん

く

に
の
時
期
に
当
た
り
、
昨
年
暮
れ

請
し
せ
戸

mk
竺
事
立
ん旧官、

因
企
片
山
「
以
権
擁
護
施
策
推
進
法
↑
に

が
何
決
・
成
立
し
法
的山
伏
。
ゐ
じが
円国

で
初
加
〈
め
人
権
専
門
法
の
誕
生
で

す
。
画
期
的
な
で
き
ご
と
と
言
っ

て

も
い
い
で
し
ょ
う
口

だ
し
じ
よ
う
し
ゃ
効
い
て
き

み
た
の
ほ
p
mw
第
」ん
繰
戸
川
叫
じいう
社
桧
羽

身
分
、
門
地
、
ふ
以
種
ド
諸
条
、
性
別

な
ど
に
よ
る
不
当
な
差
別
、
つ
ま
り

同
和
問
題
吃
以
戸
怜

ιハす
は
川
下
あ
ら

ゆ
る
漣
捌
意
識
の
解
消
を
目
的
と
す

る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
ち
ょ
う

さ
ら
に
沸
乞
条
に
は
いん以
権
尊
重

約
敬
清

・捨
品
川
や
人
権
侵
害
軒
以
る

被
害
者
の
救
済
な
ど
を
国
の
責
務
で

推
進
す
る
と
あ
汐
d
討
。

こ
れ
か
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
弛
諜
が
さ
れ
治
時
加
、
こ
の
酒
加

に
-設
置
さ
れ
る
審
議
会
排
出
け
答
申

を
待
っ
て
で
す
か
ら
、
少
し
先
の
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
ぃ
イ
れ
詐
し
ろ
、

洞
和
教
育
は
今
ま
で
切
論
み
重
ね
の

上
に
立
払
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
た

新
た
な
歩
み
を
始
め
た
の
で
す
。

⑧
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業

に
係
る
国

の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」

の
略
称
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2月20日休) 砂
県緑化セシヲー主

催の女性緑化教室

n平公民館で開催
されまじた。教室

l己1<1:約40人n受講
レ、野草のドライ

フラワーでリース

づ('-1ちどl己挑戦

レ示しだ。

2月5自体) フヲ子レピ系列の 『新 ・砂
諸国漫遊記』の取材ロケnありまじだ0
9レントの/レ一大柴怠ど3人n愛媛の早
春の郷土料理や温泉き紹介す3というち

ので、大洲で1<1:若宮の祖母井さんの案内

で川内二漁!と挑戦レまレだ。

‘2月8日(土)八多喜の祇園神社で、大祭
の「祇園まつりJn開h'れまレだ。あい
にくの曇'-1空のち介、家内安全や商売繁

盛さ願う参拝客n次々と訪れていまレだ。

2月22日比)大洲児童合唱団の発表会砂
n肱北公民館で開tJ'れまじた。会場121<1:
子どちだちの明3い歌声n響きわだし/、
訪れだ観客の皆さんち、dlレみ怠い拍手

さ送っていまじだ。

~ 2月 25 日 伏) 大洲市コミユ二子イ推進

大会n開介れ示した。コミユ二子イ推進
優良者の表彰怠どn行われたあと、熊本
県小国町北里木魂館 (郡ぐ!こまちさださ

とちっこんh'ん)長の江藤訓重ざんげ、

住民主導のまちづくりについて講演をレ

まじだ。

‘昨年末h"う2月にかけて、 JR伊予
大洲駅付近のふれあい南通'-1歩道!こ乗

りつけてあった自転車の整理n行われ
示じだ。これ1<1:、大洲の玄関口のふれ

あい南通'-1丹、あふれんばh''-Iの自転

車で通行でき怠いとの声l之、大洲警察

署や大洲市ちどn実施レたちので、そ
の自転車のほとんどn当駅き発着す3
高校生のちのでじだ。 警察で1<1:、駅北

側(j)駐輪場き利用す3ょう呼びh'けで
いまじだ。高校生の皆さん、新学期!こ ， 
怒っでち駐輪マナーl己心がけで〈ださ R 

‘2月12日体)
大洲市最大のイペ

ント、肱川のうh'
いきPRg~ Iう

tJ'い県外訪問宣伝

隊」の出発式n行
われまレた。一行

1<1:、中四国の主怠

都市き訪閉じて観

光パ〉フレ、γト怠

どを配'-1，-')h'い見
物き呼びtJ'け示レ
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一
月
の
市
長
選
挙
で
、
無
投
票
で
三

選
さ
れ
た
桝
田
奥
一
市
長
が
、
二
月
十

三
日
に
三
期
日
の
初
登
庁
を
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
ご
ろ
市
役
所
に
到
着
し
た
市

長
は
、
職
員
か
ら
花
束
を
受
け
取
り
、

二
階
大
ホ
l
ル
で
三
期
目
就
任
に
あ
た
っ

て
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
市
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
四
年

間
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
よ
く
聞
き
、

全
力
投
球
を
し
た
い
。
『
第
四
次
大
洲
市

総
合
計
画
」
を
基
本
に
、
『
よ
り
安
全
で

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
』『
よ
り
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
『
よ
り
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
』
を
重
点
施
策
と
し
て
躍
進
す

る
大
洲
市
を
つ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
o
」

と
述
べ
ま
し
た
。

西
山

中
野

f、
'口l

(指
定
配
分
)

金

一
封
(
寄
付
金
を
三
善
地
区
社
協

へ
)
中
村
(
有
)
玉
井
友
民
商
庖

春
賀
く
み
あ
い
食
品
工
業
(
株
)
・

ア
イ
パ
ッ
ク
ス
(
株
)

金

一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

大

瀧

第
二
六

O
回

臨

時

市

議

会

二
月
十
四
日
(
金
)
、
大
洲
市
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
、
次
の
一
議
案
が
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

V
平
成
八
年
度
大
洲
市
一
般
会
計
補
正

予
算
案

茂

金
一
封
(
一
一
一
普
地
区
社
協
へ
)

春

賀

尾

崎

秋

寄

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

平

野

町

佐

々

木

サ

ト

コ

。

佐

々

木

毅

金

一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

山
内

和
俊

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
市
社

協

へ

)

八

多

喜

町

新
家
ミ
ツ
ル

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
・
市
社

協

へ

)

長

谷

西

川

武
男

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

西

川
ヤ
エ
子

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
上

鶴

寿

会

へ

)

平

野

町

古

田

市

雄

正
光

繁
徳

郁
雄

.3期自の初登庁にあたり職員から花束を受け取る桝田市長

グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
ガ
完
成

旧
喜
多
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

同
地
区
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、

制
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

(
宝
く
じ
)
の

助
成
を
受
け
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
フ
ェ

ン
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全
に
行

事
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

h
F
闘
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
で
完
成

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
(喜
多
山
)

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町
長
田

金

一
封

(菅
団
地
区
社
協
へ

)

菅
田
町

中
野

金

一
封
(
南
久
米
公
民
館
へ
)

黒

木

栗

田

一
雄

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
南
地
区
社
協

へ

)

大

洲

渡

辺

圭

子

(
物
品
の
口
座
)

紙
オ
ム
ツ
他
三
百
六
十
五
点
(
ね
た

き
り
老
人
へ
)
菅
田
町
池
端
チ
エ
子

電
気
あ
ん
ま
機
一
台
(
平
地
区
社
協

へ

)

徳

森

松

岡

博

文

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会 宮

田
子

邦
子

図書館

四
月
新
刊
案
内

新
聞
の
歴
史
1
1
3

羽
島
知
之
編

古
書
を
旅
す
る

山
下

武

著

赤

ち

ゃ

ん

の

名

前

永

岡

書

庖

生

き

る

喜

び

花

岡

大

学

著

き
っ
と
君
は
変
わ
れ
る
さ
秋
元
康
著

良

寛

の

こ

こ

ろ

中

本

環

著

法
華
経
に
学
ぶ
人
生
小
堀
光
詮
著

世
界
民
族
・
宗
教
の
す
べ
て

坂
田
俊
文
・
他
著

毛

利

軍

記

古

川

薫
著

旅
王
国
1

北

海

道

昭

文

社

秘
湯
一

O
O
選
と
温
泉
療
法

嗣
島
田
太
二
著

と
っ
て
お
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

高
橋
鈴
央
奈
著

蒙

古

高

原

横

断

記

池

内

紀

編

こ
の
日
本
は
ど
う
な
る
の
田
中
秀
征
著

日
本
ひ
と
め
ぼ
れ

R
・
パ
ル
パ

l
ス
著

市
民
参
加
の
都
市
計
画
伊
藤
滋
著

漂

流

す

る

政

治

国

政

武

重

著

定

年

万

歳

グ

石

坂

豊

干

著

外

交

官

に

な

る

に

は

渡

辺

光

一
著

苦
闘
の
被
災
生
活神
戸
大
学
震
災
研
究
会
編

子
ど
も
の
体
と
心
の
成
長

C
-
V
-
ハ
イ
デ
e
プ
ラ
ン
ト
著

は
じ
め
て
の
仲
人
・
媒
酌
人
池
聞
書
庖

花
粉
症
こ
う
し
て
治
す
・
こ
う
し
て
防

ぐ

山
本
昌
彦
・
他
著

新
・
こ
ん
な
眼
に
あ
っ
た
ら

三
井
記
念
病
院
眼
科
部
編

地
球
の
大
気
と
環
境
田
中
俊
逸
・
他
著

京

料

理

花

伝

松

本

章

男

著

野

菜

が

語

る

井

上

錦

一
著

人
の
心
を
持
っ
た
犬
遠
藤
初
江
著

楽
し
い
小
鳥
の
飼
い
方

・
育
て
方永
岡
書
庖

10 

タ
l
シ
ャ
・
テ
ュ

1
ダ

l
の
世
界

T
・
テ
ユ

l
ダ

l
著

横
山
や
す
し
日
記
横
山
や
す
し
・
他
著

君
美
わ
し
く

川
本
三
郎
著

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
へ
の
旅
木
之
下
晃
著

宇
宙
流
愛
と
-調
和
の
人
生
論
武
宮
正
樹
著

大

相

撲

ミ

ニ

事

典

新

山

善

一

著

ニ

ホ

ン

ゴ

キ

ト

ク

久

世

光

彦

著

乾
坤
の
夢
上
・
中
・
下
津
本
陽
著

ガ

ラ

ス

の

愛

稲

葉

真

弓

著

ブ
リ
ザ
ー
ド

維

住

玲

子

著

蔓

蛇

羅

華

小

沢

章

友

著

漂

流

物

車

谷

長

吉

著

愛

し

く

候

安

西

篤

子

著

随

巷

の

狗

森

村

南

著

祭

火

の

天

女

伊

藤

桂

一
著

炎

の

聖

女

赤

松

光

夫

著

再

会

セ

ッ

シ

ョ

ン

村

松

友

視

著

天

使

の

屍

貫

井

徳

郎

著

少
年
H
上

・

下

妹

尾

河

童

著

家

族

シ

ネ

マ

柳

美

里

著

人

の

短

篇

集

原

田

宗

典

著

み

る

な

の

木

椎

名

誠

著

山

批

坂
東
虞
砂
子
著

安
ら
ぐ
恋
癒
さ
れ
る
愛
藤
本
ひ
と
み
著

近
ご
ろ
好
き
な
言
葉
曾
野
綾
子
著

私

の

見

る

と

こ

ろ

谷

沢

永

一
著

無

告

の

大

地

寺

田

ふ

さ

子

著

走

る

生

活

高

部

雨

市

若

白

い

カ

ラ

ス

西

河

克

己

著

堂

々

た

る

日

本

人

泉

三

郎

著

わ
た
し
は
盲
導
犬
イ
エ
ラ日
比
野
イ
エ
ラ
著

木

青

著

R
・
ピ
ル
チ
ャ

l
著

ノ

l
パ
l
ト
著

A
・
ヴ
ァ
ク
ス
著

D
-
ゾ
ペ
テ
イ
著

図

書

館

夜
半
歌
整

空
っ
ぽ
の
{
ゑ

月
下
の
恋

鷹
の
羽
音

い
ち
げ
ん
さ
ん
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春
の
交
通
安
全
運
動
は

四
月
六
日
j
十
五
日

春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月
六
日
か

ら
十
五
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
通
安
全
知
識
を
普
及
し
、

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し

い
交
通
ル
l
ル
と
交
通
マ
ナ
l
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
も
の
で
す
。

期
間
中
は
、
高
齢
者
と
子
供
の
交
通

事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹

底
を
重
点
目
標
に
、
各
種
行
事
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

法
定
労
働
時
間
が

週
四
十
時
間
制
へ
移
行
し
ま
す

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
現
在
、

一
週
間
の
法
定
労
働
時
聞
が
週
四
十
四

時
間
と
さ
れ
て
い
る
猶
予
措
置
対
象
事

業
場
に
つ
い
て
も
、
週
四
十
時
間
が
全

面
的
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
(
四
業

種
)
で
十
人
未
満
の
事
業
場
に
つ
い
て

は
、
特
別
措
置
と
し
て
週
四
十
六
時
間

ま
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督

署

(
念

0
8
9
4
@
1
7
5
0ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
)

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

米
穀
販
売
業
新
規
登
録

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

愛
媛
県
で
新
た
に
計
画
流
通
米
の
販

売
(
卸
売
業
・
小
売
業
)
を
行
お
う
と

す
る
場
合
に
は
、
知
事
に
登
録
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
登
録
申
請
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
窓
口
で
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
分
の

受
付
期
間
は
、
四
月

一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
、
登
録
の
期
日
は
六
月

一
日
で
す
。

三
角
案
内
窓
口
八
幡
浜
市
大
字
松
柏

乙

一一

O
一
番
地
/
愛
媛
県
八
幡
浜
地

方
局
農
政
課
/
8
0
8
9
4
@
4
1
1

1

(内
線
3
0
4
)

油
流
出
事
故
時
の

被
害
防
止
に
つ
い
て

四
月

一
日
か
ら
水
質
汚
濁
防
止
法
が

一
部
改
正
さ
れ
、
特
定
事
業
所
及
び
貯

泊
事
業
所
な
ど
か
ら
泊
の
流
出
事
故
が

起
き
た
場
合
に
、
事
業
者
が
取
る
べ
き

措
置
が
定
め
ら
れ
、
次
の
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

V
油
の
流
失
防
止
の
た
め
の
応
急
措
置

を
講
じ
る
こ
と

V
事
故
発
生
の
状
況
(
時
刻
・
場
所
・

原
因
)
、
油
の
流
出
量
及
び
汚
染
の
予

測

(
周
辺
へ
の
影
響
)
、
流
失
防
止
措

置
の
内
容
な
ど
を
速
や
か
に
知
事
に

届
け
出
る
こ
と

{
届
け
出
先
】

V
大
洲
保
健
所
衛
生
係
含

@
3
1
6
5

V
市
役
所
保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

g
@

2
1
1
1
(内
線
1
6
0
)

V
愛
媛
県
環
境
局
保
全
課

8
0
8
9
・
9
4
3
・
5
9
2
4

喜
多
医
師
会
で
は
、
す
べ
て
の
医
療

機
関
が
協
力
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い

つ
で
も
、
何
で
も
相
談
で
き
る
信
頼
の

お
け
る
医
者
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持

つ
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
こ
の
「
か

か
り
つ
け
医
」
は
、
病
気
の
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
健
康
管
理
、
予
防
接

種
、
往
診
、
家
庭
看
護
、
介
護
な
ど
健

康
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
医
や
病
院
へ
の
紹
介

も
し
ま
す
。

喜
多
医
師
会
で
は
、
事
務
局
に
「
か

か
り
つ
け
医
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
幻
」

参
加
者
を
募
集

制
愛
媛
看
護
協
会
で
は
、
「
看
護
婦
さ

ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
「
病
気
の
こ
と

を
知
り
た
い
」
「
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

み
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
に
、
看
護

週
間
(
五
月
十

一
日
i
十
七
日
)
の
行

事
と
し
て
、
次
の
病
院
で
一
日
看
護
体

験
を
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)、
年
齢
、
職

業
(
学
生
は
学
校
・
学
年
)
、
電
話
番
号
、

希
望
病
院
名
を
書
き
、
四
月
十
五
日

(
火
)
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

(
中
・
高
校
生
は
学
校
の
許
可
が
必
要
)

V
実
施
日
・
施
設
・
募
集
人
数

五
月
十
五
日
附
/
市
立
大
洲
病

院

/

日
人

公
的
年
金
現
況
届
の

証
明
が
無
料
に
な
り
ま
す

四
月

一
日
か
ら
公
的
年
金
受
給
者
の

「年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
に
係
る
住
民

票
記
載
事
項
の
証
明
手
数
料
が
無
料
に

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
ま
で
。

2
@

2
1
1
1
(内
線
1
1
0
)

備)星 加水 道設備

公 26 -0 0 2 0 

上甲建設備)

824-5914 

4月6日(日)徳森設備

825-4023 

滝 田商庖

825-0901 

惰) 丸 電工業

824-5351 

西国水道庖

会 26 -0 2 6 5 

(有)三原設備

824-3783 

淳 山水道工事庖

824-2583 

(有)い の水道設備

824-2216 

伊予屋住設

まま24 -2 541 

4月20日(日)惰)内田電気水道設備

含 25 -2 8 5 8 

岡福水道工事庖

824-3656 

惰)オクダ設備

まま24-3674

大塚鉄工所

まま25 -0 3 0 0 

4月27日(日)(有)神田鉄 工所

824-4122 

神南設備

825-4684 

城戸電業社

825-2944 

久保鉄工所

826-0537 

※給水施設の修理などは、有料

です。 トイレのつまりなどの排

水管の清掃などについては、清

掃業者に依頼してください。

4月5日出

4月12日回

4月13日(日)

4月19日出

4月26日伯

4月29日ω

V
申
込
先
・
お
問
い
合
せ

干
7
9
0

松
山
市
道
後
町
二
丁
目
一

一
l一

四
/

側
愛
媛
看
護
協
会
内
愛
媛
ナ

1
ス
セ

ン

タ
ー

8
0
8
9
・
9
2
4
・
0
8
4
8

女
性
の
権
利
二

O
番
を
実
施

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
毎
年
四
月
九

日
か
ら
の
婦
人
週
間
に
ち
な
ん
で
、
女

性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
(
無
料
)

V
日
時

4
月
9
日

岡

山

時

1
日
時

V
電
話
番
号

8
0
8
9
・
9
3
4
・
3
4
3
7

平
野
地
区
日
浦
つ
つ
じ
祭
を
開
催

平
野
地
区
日
浦
区
で
は
、
樹
齢
二
百

年
の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
美
し
い
花
が
鑑
賞

で
き
ま
す
。
今
年
は
実
行
委
員
会
を
設

け
、
つ
つ
じ
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
(
見
ご
ろ
は
四
月
二
十
五
日

i
三
十
日
)

V
日
時

4
月
幻
日
間

日

時

i
m
時

(
雨
天
決
行
)

V
場
所
平
野
町
平
地
日
浦
区

V
催

し

物

特
産
品
直
売
(
シ
イ
タ
ケ・

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
)
/
も
ち
ま
き

(十

四
時
)
/
カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー
/
タ

ケ
ノ
コ
堀
り
コ
ー
ナ
ー

2月末までの

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

件数 3 7 4 1 

負傷者 5 1 5 1 

死者 1 1 

11 
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二

」

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

4
月
8
白
川

w
m時
i
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

4
月
幻
日
回

目

時

1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

4
月
日
日

(金
)
日
時
i
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第

一・

第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

包
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

叩

時
j
ロ
時
、
日
時
i
凶
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(市
役
所
別
館
2
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(総
務
庁
)

日
時

4
月
幻
日
開

9
時
i
u
時

相
談
ご
と
案
内

7広報おおず

場
所

市
役
所
二
階
入
札
室

急
ぐ
時
に
は
、

g
@
4
2
9
4
(辻
)ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

4
月
4
日
樹
、

n日
ω

日
時
j

m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

宮
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宮
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

4
月
日
日

ω
9時
i
凶
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

同
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
会

@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

g
@
7
8
3
0
 

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご
相

談
は
何
で
も
承
り
ま
す

日

時

毎

日
8
時
鈎
分
i
げ
時

2
@
1
4
1
4
 

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

4
月
日
日

幽

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

12 

|休|日|急|患|診療|
4月6日(日)大野内医院(片原町)

ft24-6800 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

4月13日(日)村上外医院(片原町)

ft24-2262 

大洲中央病院(東大洲)

ft45-4551 

岡本耳医院 (本町)

ft24-3752 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

祖母井医院(中村)

ft24-3756 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

沢井耳医院(中村)

ft24-2510 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

担内
当容

税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

4月20日(日)

4月27日(日)

4月29日ω

水曜日

木~日曜日

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

実
施
日

4
月
3
日
同

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
日
時
i
ロ
時

蔦

屋

大

洲

庖

日

時

加

分

l
m
時

保
健
所
歯
科
相
談

V
子
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

4
月
お
日
制

日
時
j
HH
時
初
分

対

象

持
参
品

乳
幼
児

歯
ブ
ラ
シ
、
コ

ッ
プ、

ル
、
エ
プ
ロ
ン

，

料

金

百

円
i
五
百
円

V
歯
の
何
で
も
相
談

日

時

4
月
お
日
附

日
時
j
日
時
受
付

対

象

一
般

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す

8
@
3
1
6
5

大
洲
保
健
所 タ

オ

【商
業
英
語
】

試

験

日

6
月
1
日
刷

受
付
期
間

4
月
比
日
1
5
月
6
日

{
簿
記
】

試

験

日

6
月
8
日
間

受
付
期
間

4
月
幻
自
j

5
月
日
比
日

編
集
後
記

も
う
す
ぐ

4
月
を
迎
え
ま

す
。
お
日
和
に
は
堤
防
沿
い
で

ツ
ク
シ

を
摘
む
家
族
連
れ
の
姿
が
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
五
郎
の
河
川

敷
で
は
菜
の
花
が
満
開
で
す
。
す
っ
か

り
春
め
い
た
肱
川
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
川
が
流
れ
、
河
原
が
あ
る
だ
け

で
す
が
、
そ
こ
に
は
色
々
な
発
見
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
う
何
年
も
肱

川
沿
い
を
歩
い
て
い
な
い
あ
な
た
、

今

度
の
休
み
に
い
か
が
で
す
か
。
(
い
)

無料

900円
400円

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

g
@
4
1
1
ー
ま
で
。

保健センターだより

合 24-3775
<>乳幼児健康診査<>
4月8日ω 平成8年11月生※
4月15日ω 平成7年9月生
4月22日ω 平成6年3月生
※は肱南・久米・肱北・喜多・
平地区のみ
受付時間 13:00-13:30 
実施場所大洲市保健センター
持参品母子手帳・アンケー

ト・パスタオル(※のみ)

<>健康相談・栄養相談。
日時 4月28日(月)
10:00-12:00、13:00-15:00

実施場所大洲市保健センター
持参品健康手帳
<>乳幼児の予防接種<>
ツ反 ・BCG予防接種
該当者平成 7年10月1日~平

成8年9月30日までに
生れた乳幼児
上記該当者以外で48カ
月までにまだ一度も受
けていない人

当日は、チャイ Jレドノー トの
予防接種と子供の健康の欄をよ
く読んで、予診票を記入してご
持参ください。
実施日時、場所、持参品につい
ては、保健センターだより、各
連絡所発行の保健だよりをご覧

ください。
。厚生連検診。
実施日場所
4月3日(木)久米公民館
4月14日(月) ] A大川支所
4月16日(水) 三善連絡所
4月17日(木)平野連絡所
4月18日幽 ]A上須戒支所
4月21日(月)新谷連絡所
4月22日ω 柳沢連絡所
4月23日(別基幹集落センター

(蔵)11) 
4月24日(木)菅田連絡所
4月25日幽 ]A粟津支所
4月30日制 南久米連絡所
受付時間 8 :30-11:30 
検診内容成人病検診・胃及び

大腸がん検診・肺が
ん検診
成人病検診
胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診
P客疲検査のみ400円

受診申し込みをした人には、
問診票を配布します。記入の上、
当日ご持参ください。なお、申
し込んでない人で受診を希望さ
れる人は、大洲市保健センター
又は各連絡所までご連絡くださ
し、。

年に一度は検診を受けて自分
の健康を確かめてみましょう 。

検 診 料
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